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宮古島狩俣の神歌体系
一 夕ー ビ ・フサ ・ニ ー ラ ー グ の 様 式 か ら一





























ター ビ ・フサ ・ニ ー ラー グ の様 式 か ら
居 駒 永 幸
ひら ら か りまた にし へ ん な ざ き
沖縄県平 良市狩俣は,宮古島の北端部に雁股状に突き出た西平安名峰の付け根に位置し,集落の南









俣の二大祭祀 と言えるものだが,そ れぞれ男女の神役組織によって執行される。楽観はでム トウ(元)
と呼ばれる拝所を中心として祭祀が行われる。その中で主要なものはユーム トゥ(四元)と呼ばれる
うぶぐふむとう
4ヶ所の拝 所であ るが,中 心 にな るの は 大城 元 である。冬のウヤーソは神山であ るフソム イと大城
元を主要な場 として5回 行われ,アブソマ(大城元の司祭者)を 最高位 とする神女たちが大城元な
どでタービやフサ と呼ばれる神歌 を演唱する。 タービやフサは祖先神による狩 俣村の創始 という起源'
神話,祖先神たちの事蹟や歴史を中心 として内容が多岐にわたっている。神女たちによってよまれる
むら だ
(狩俣では神歌はウ タウ と言わず に,ヨ ム とかユムソ とい う)こ れ らの神歌 は,神 の村立てか ら村人
の悲話に至るまで,き わめて叙事的な内容になっており,神話 ・伝説が歌あるいは歌に近い呪詞の形
態で伝え られていることは注 目に価す る。
この ような神女たちの神歌 に対 して,男 性神役によるニー ラーグがある。 これは蔓穂祭 りで謡われ
るもので,祖先神の系譜から謡い出して村立ての起源,さ らには英雄による戦いと村の繁栄に及ぶ,
まさに全編,一 大叙事詩 とい うべ き内容である。稲村賢敷 はこのニー ラーグを艶歌 と呼んだ(『宮古
島旧記並史歌集解』1977)。狩俣の神話 と歴史 とい う内容は史歌 とい うにふ さわ しい。 しか し・その
長大な詞章の解釈や全体の構造についてまだ明確にはわかっていない。また,狩俣の神や英雄の出来




い覚 える。 すべての歌詞 を暗 唱するのである。 つま り口伝耳承 なのだが,こ の時ノー トに歌詞 を書し'
て覚 えることが知 られている。[承 のニーラーグを書 くとは,ア ーグ主 に とって どの ような行為な¢
か。 おそ らく日本で もっ ともす ぐれた 口承文芸の一つ とい うべきこの長編叙事歌について,解 明すバ
き問題は多い。
この ように祭祀行事 には,神 女が よむター ビ ・フサ,男 性神役の二一 ラーグ,男 女 それぞれが集口
でよむピャーシがあ り,この4種の歌謡群を狩俣では神歌 と意識 している。 これらの高度に完成さ
れた神歌群 を謡 う場は,冬 の祖神祭 と夏の夏穂祭である。 だが しか し,こ の二 大祭祀 は1997年を耀
後 に後継者 が,f;ないため に中断 し,女 性神役に よるほ とん どの神歌,男 性神役によるニーラーグ も霧
在演唱されていない。 その膨 大な神歌群 は,外 間守善 ・新 里幸昭 『南島歌謡大成 田 ・宮古篇』(1978)
に集成された資料によって知るしかないのである。この書は狩俣の神歌の基本資料であ り,解説には
神歌体系についての論述もある。その後,岡 本恵昭 ・本永清などによる地元の側からの調査が 『平良
市史第七巻資料 編5(民 俗 ・歌謡)』(1987)にま とめ られ た。また比嘉康雄r神hの 古層③遊行する




である。ニーラーグ全編の解釈 さえ,か つて稲村賢敷によって試み られた ものの,そ の後大 きな進展
が見 られない。
筆者は明治大学人文科学研究所において 「狩俣の祭祀 と神歌群」を研究課題 とし,1990年より狩
俣地 区での調査 と研究 を実施 し,そ の成果報告 も行 って きた。 とりわけ2001年度 か ら2002年度 にか
けては,ニ ーラーグの伝承者 であるアーグ主 か らの聞 き取 り調査を重点的に行 うことがで きた。本論






狩俣 の元 は全部 で9ヶ 所あ る。四 元がその 主要 な もの である ことは,そ れぞれにフ ァーマー と呼
ばれる氏子が所属し,北に女性が神ごとをする拝所 と南に男性が利用する拝所の二棟の建物から成る
まえ や一 な 一 ま にす や一
こ とで了解され る。大城元の南にカニ ャ一元,束 に前の家 元,西 側に仲間元をはさんで西の家元 とア
ラグフ(新 城)元 があ り,そ の他にイツカフ元がある。いずれも大城元 から分かれた もの と言 われて
いる。蔓穂祭 りでは四元 とカニ ャ一元 ・イツカフ元 ・新城 元が用 いられ,冬 祭 りは大城元の他 に西の
家元 ・前の家元でも行われる。四元以外の5ヶ所は大城元を取 り巻 く衛星の ような小元であるが,
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カニャ一元 と新城元 には タービが伝承されて いる。
このように狩俣の神歌群は,元を中心 とした祭祀行事でよまれる。そこでまず,神歌群はどの祭祀
において よまれるのか, とい う相互の関係について確認 してお きたい。 しか し,そ れは正確にはわか
らないという条件付きである。先に,後継者不在のため現在祖神祭が中断しており,従って神歌がよ
まれるこ ともない と述べたが,後 継者が出な いことの もっ とも大 きな理 由は,祭 祀の種類の多 さ,従
事しなければな らない 日数の多 さにあ る。 例えばアブソマが行 う神 ご とは,1年 間の うち150日に及




るという共同体は もはや存在 しな くな ったのである。 しか し,そ のよ うな外側から見える共同体の崩
壊よりも,それに関わって生起するところの,狩 俣の伝統的な祭祀生活 と祖神への信仰心の希薄化と
いう内的な要因が, 狩俣の祭祀 と神歌に,中断という決定的な変化をもたらしたと言えるだろう。後
継者の不在 とい う事態は,狩 俣において突然だ ったのではな く,予 測 される形で起 こった と言 うべ き
であろう。しかも狩俣の祭祀は,アブンマを頂点とする神女組織の中で秘儀的に行われてきたのであ
る。従 って,外 部 か らは祭祀の全貌をすべて記録す ることはで きない。 まして現在中断 してい る中で
は, 祭祀と神歌群の関係を観察して確かめることすらできないのである。
そこでかつて報告されたもつとも詳細な記録に基づ くよりほかない。それは外間守善 ・新里幸昭の
調査によるもので, 『南島歌謡大成 皿1・宮古篇』の解説に 「狩俣の祭祀 と歌謡一覧」として示されて
いる。両氏の調査は1964年か ら1976年まで断続的に行 われ,神 歌群 についてはアプンマの平 良マッ
さんをはじめ とする神女たち,史 歌については当時八十歳の狩俣吉蔵さんより聞き取 りをした とあ
る。また比嘉康雄 による調査 は1974年と1989年以降の2期 にわたってい る。私 が調査 を始めた1990
年は,ア ブンマの1 さんが祭祀を主宰 していた。内田順子の報告はこの1さんからの詳細な聞き取 り
である。筆者が狩俣に調査 に入 った1990年代 と,そ れ以前の1960～70年代では,祭 祀の実態 に違 い
があるか もしれない。 そこで 『南島歌謡大成m・ 宮古篇』「狩俣の祭祀 と歌謡…覧」を基本資料 とし,
その後の報告を付け加えながら,狩俣の祭祀 と神歌群の対応関係を示しておく。
月日 歌謡 祭祀行事
1月1日 二一ラーグ 正月願 い
2～4日 トコロフン ム トゥ御願
15日 ニーラーグ ム トゥ御願





3月寅 ター ビ ・ピャーシ ムギブー(麦 穂 祭 り)
4月卯 アーグ ・ピャーシ ウプユー ダ ミ
申 アー グ ・ピャーシ ウカジダミ
5月午 クイチ ャー シツ
6月 寅 か子 ター ビ ・ピ ャー シ ・二 一 ラ ー グ ナ ツ ブー(夏 穂 祭 り,粟 ブ ー)
酉 ター ビ ・ピ ャー シ バ ン プ トゥキ
7月 中 ター ビ 東山
8,月卿 アー グ ・ピ ャー シ ウプ ユ ー ダ ミ
申 アー グ ・ピャーシ ウカジダ ミ
申 タービ ・ピャーシ 東山
9月 二一ラー グ シツマス(里)ウ プナー
10月子 タービ ウ トゥガウプナー
丑～午 タービ ・フサ ジープパナ(第 一回復神祭)
11月酉～巳 タービ ・フサ ・ イダスカソ(第 二回視神祭)
申 ～亥 ター ビ ・フサ マ トガ ヤー(ス マバ イ ウヤ ー ン,
第三回視神祭)
子～丑 フサ 粟 ・麦ユー ダミ
寅～辰 タービ ・フサ アーブガー(第 四同和神祭)
12月中～子 タービ ・フサ トゥデ ィアーギ(第 五同和神祭)
ター ビ ・フサ ・ピャーシ ・ニー ラーグの四種は,狩 俣の主要な神歌群であるが,そ れ らは 「構造化
された r神祭 り』の中で体系をもって機能している」(外間守善r南 島歌謡大成皿 ・宮i篇 』解説)
と言われている。その多 くは祖神祭 と蔓穂祭 りの二大i祭祀において集中的によまれ,祭祀の中でそれ
それ役割 をもって組織立て られている。
この 中で,私 たち調査者 が観察で きる限 りで言 えば,タ ー ビ とフサがもっ とも厳粛で神聖 な神歌 と
して見 える。 ター ビの唱謡 の場 はムギブー(麦 穂祭 り)と アープー(粟 穂祭 り)の 夏穂祭 りの祭祀で
あ る 。 初 日の一回だ け,四 元の ウヤパー(最 上位の祭祀者)が ひ とりで よむ。 大城元 な らアブソマ
(大母),志 立元はユー ヌヌス(世 の主),仲 嶺元は ミズヌヌス(水 の主)で あ る。仲間元で行 われな
いのはウヤパーの ミ ョーニ ヌヌスが不在だか らである。 ター ビの語は神 を崇べる ところに由来 し,沖
縄本島の古謡の一種であるオタカベと同系統の語 と見られる。タービはそれぞれの元の始祖神や傑出
した祖先 を畏:敬し,称 讃す ることを内容 としている。麦穂祭 りと粟穂祭 りの初 日の午前中に,元 に集
まってきた女性神役の前で,ウ ヤパーが祖神を祭る祭壇の香炉に向かってブーパニ(麻の神衣装)を
顔 の前 にかさ して震 わせ,低 い小さな声で よむ。歌詞の まとま りの後 に 「フーシーフー シー」 とい う
言葉を入 れるのがター ビの特徴になってい る。
次のフサは冬の祖神祭でよまれる神歌を指し,夏:祭りのタービと対比的な関係にある。アブソマを
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はじめ,ム ムカン(百 神)と も呼ばれ る女性 神役の フサ ヌヌス(フ サの主)は,フ サ を演唱す る役割
を持つ。フサのよみ手であることがフサヌヌスの名に表れているわけだ。それがよまれる祭祀の場
は,冬の五回の祖神祭である。フサの語義は祖神祭で神女が手に持つ草とも,頭部を覆う草冠とも言
われているが,カ ンヌフサ(神 のフサ)と いう呼び方からすると,祖神祭でよまれる神聖な神歌を意
味 している ように も思 われ る。 フサの内容 は祖先の神 々や人 々の事蹟であ り,神 名 ・人名を崇め敬 う
ことで,狩 俣の神話 と歴史を今に現出する機能を持つと考えられる。フサが冬の祖神祭の時にだけよ
まれるのは,そ の ようなフサの機能 を端的に示 している。フサは一つの歌 で一神 名,一 人名を よむの
が原則である。 フサの種類は,七 フサを基 本 とし,さ らに倍加 して十三フサ とい う呼び方 もあ る。七
フサ ・十三 フサ とい うま とま りの中 に,狩 俣の神 々や祖先の系譜が見えて くるのであ り,そ れ らは狩
俣の神話 と歴史を伝える神歌 と理解されている。
二一 ラー グは ター ビ と同様,粟 の祭 りに よまれるが,そ の他,正 月の ム トウ祈願 や9月 の 里ウプ
ナーで もよまれ る。 ただ夏穂祭 りでは,タ ー ビが各元 で初 日の午前中 に一 回だけ女性神 授によって よ
まれるのに対 し,ニ ー ラー グは大城元の前庭 で男性神役 が毎 日午後 に集ま って きて演唱 する。その内
容は狩俣の神話 と歴史を農関する長編叙事歌であ り,5章109節におよぶ狩俣で最長の神歌である。
身振り手振 りを伴うことが特徴で,全 編 よむのにおよそi時 間を要する。大城元の20人ほどの氏子
が車座にな って演 唱するのであ るが,そ の間,先 唱 するアー グ主は何 も見ない。 他の神 役だちはアー
グ主の歌詞 を追 鳴 してい く。ニー ラーグを記憶 し伝承す るの は2名 のアー グ主だけなのであ る。 こ
の二一ラーグは狩俣の神話 と歴史を祭 りの庭に呼び起 こし,村を創始した神々や英雄の行動 ・事蹟を
節目の祭 りごとに確認する意味があると考えられる。
以上,狩 俣におけ る祭 祀 と神歌群 との関係を見 て きたが,そ=れを踏 ま えて次に,タ ー ビ ・フサ ・
ニーラーグの内容 や表現 について論 じてい くことにする。
2.各 ム トウの神 々と夕一 ビの様式
タービは麦 と粟 の2回 の夏種 祭 りに,各 元の ウヤパ ーに よって よまれ る神 歌であ る ことを確かめ
てきた。筆者が最初に夏穂祭 りを調査 した1990年は,仲 間元を除 く大城元 ・志立元 ・仲嶺元の3元
でタービが よまれていた。 しか し,タ ービは初 日の午前 中に各元で同時に行われるため,調 査者は1
ヶ所の元のター ビ しか見 られな い。前 に述 べたよ うに,タ ー ビはその共通 した特 徴であ る,ブ ーパニ
を震わせて よむ こ とで,他 の神歌 との違 いが意識 される。途rlIと最後 にフー シーフーシー という声が
入るのもタービだけの特徴であるが,この奇妙な難 し詞は内容上の区切 りを表す音声上の符号 と言え
る 。
タービは,内 容 か ら見る と,一 定の形 式がある。 は じめに二一フチグイが よまれ,そ れに続いて各
元の神を讃える歌詞が演唱されるのである。ニーフチは 「わが板目のお声で,神 の真玉のお声で,
タービロの お声で,神 庭 口の裏声 で」(大城 殿の ター ビ)と あ るように 「根 口」の意 で,タ ー ビに繰
り返 し出て くる。 それは神が発 した村立ての言葉 という意味 である。グ イは声で,神 歌 のこ と。神が
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最初 に口に した通 りに謡 って いるとい うのが,タ ー ビとい う神歌の基本であ る。根 口声は その タービ
ね だ ぬし
の基 本を示 しつつ,狩 俣の根立て主(創 始 の神),四 元の神 を讃 える冒頭部になっている。r南島歌謡
大成』では 「根 口声」の詞章 がソマ ヌカン(母 の神)の タービであ る 「ヤーキ ャ一声」の前 に記 され
てい るが,内 田順子は,ア ブンマか らの聞 き取 りとして,大 城元の タ～ ビでは板 目声 がンマ ヌカンだ
けでな く,ヤ マ ヌフシラ イ以下のすべての ター ビで よまれるこ とを報告 してい る。 ター ビはまず,こ
の根 口声 という冒頭部があ り,次 に神 に関する歌詞 に移る ところで フー シーフーシーの難 し詞 が入 る
という形式 を持つのであ る。
この根回声に続いて神の行動 ・事蹟の叙事があ り,元の由来や歴史が展開 される部分,す なわち
ター ビの本 体がよまれ る。そ こでは まず,元 の神の名を揚 げる ことか ら始 まる。各元 の神は次 のよう
にな って い る。
大城元 ① ソマヌカソ ② ヤマ ヌフシライ ③ テ ィラヌプージ ④ ウシメガ ⑤ ウプグフ トゥヌ
⑥ア サマ ダマ ⑦ マイマ ダマ ⑧マ ヤー ヌマブ クイ ⑨ カニサー ウヤプ ジ ⑩ ニーヌユ
マサ イ ⑪ナカヤシ ドゥ,⑫ ウイヌヤマ トゥルギ ⑬ ザウンガニ
志立元 ①フナンダギツカサ ②ジジヌイシが二
伸嶺元 ① フナンダギツカサ ②ニー ヌユマ サイ ③ ピサ ラウヤ ④ ニ ッジャカニ ドゥヌ
カニャー元 ① ウフフギ ドゥソマ ②マー ジミガ ③バーシ クイヌバシ ④ サジナンガパ イ
新城元 ①ウプバー
大城元は13,志 立 元 は2,仲 嶺 元 は4,カ ニ ャー 元 は4,新 城 元 は1の 神 につ い て,そ れぞ れ一・・つ
ずつター ビがある。 『南 島歌謡大成』の歌詞 に基づ き,そ の要約を次に示 してみ よう。
大城元 アブソマ
ぐい
① ヤーキ ャー声(ソ マヌカソ)
ンマヌカソ (母の神)が,ア サテ ィダ(父 太陽神)に 命ぜ られ,天 上界か ら狩俣の中島 に降 りてき
うぶゆ一 だ さ ず
た。年 が明け て大世 鎮みの 日が近づ いて きたので,佐 司 たち が力を合 わせて家 々を廻 り,母 の神の
うぶゆ一どうぬ
大世殿 には金銭が集められ,神 酒の甕が並べられ,神 の名を揚げた。母の神の助けで元島の子孫
は,宮 古が永遠 にあ る限 り繁栄す る。 だか ら佐司が中心 にな6て,神 が健康を授 けて くれ るか ら,母
の神の大世殿で麦祭 りと粟祭 りを執 り行い,黍を蒔き,甘藷を植え,七品の作物の豊作を与えて くれ
る。季節ごとの作物を捧げて神の名を揚げ,タービロのお声をよんで名揚げを申し上げた。村立ての
ままよんだ。 (フー シ ー フ ー シ ー)
やま
② 山のフシラズ




うの大按司が三 ヶ月 にな るまで山 を薙 ぎ払 ってか ら息をひ き とった。死 後 カニ ャー 大 司 とな り,フ
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ソムイの山に鎮座 して元島の子孫は繁栄 した。子孫たちは大城元に夏祭 りと冬祭 りを定め,母 の神に
祈願 を し,そ の名 を揚 げた。村立 ての まま よんだ。(フー シーフー シー)
う ぶ 一 じ
③ ティラの大按司の タービ
と う ゆ うや
ティラの大按司鳴響み親は子孫の神であるので,母 の神のお蔭でタービロのお声をよんで名を揚げ
よ う。 フ ー シ ー フー シ ー
ティラの大按司鳴響み親は,男 神で士神だ。母の神が畏れ多いので,冬 の三 ヶ月間,男 神の家ウフ





ウシメガは子孫の神であるので,母 の神のお蔭で根[の お声をよんで名を揚げ よう。
ウシメガは八重山でティラの大按 司鳴響み親に見初められた。父は怒ったけれ ども,牛 七頭を船に
いすが一 もじざき






⑤ 大 城 殿のタービ
大城殿は子孫の神であるので,母 の神のお蔭で根口のお声をよんで名を揚げよう。 フーシーフー
シー




















かに う や ぶ 一 じ
⑨ 金サー親大按司のタービ
金サー親大按司は子孫の神であるので,母 の神のお蔭でタカビロのお声をよんで名を揚げよう。







揚げ よう。根のユマサ イ,ウ イ力走の神は神の 中の神なの で,パ ギ ソ嶺,ウ プヤチカに い らっしゃ
る。母の神のお蔭で タカビロのお声 をよんで名を揚 げ よう。
根のユマサイ,ウ イカ主の神は男神で士神だ。東門の上で百弓を射ち放って敵を追い返しているの
あがりなりかた
は私だ。島の大干瀬で 東成金 が百弓をもって見張 りをして敵を追い返 しているのは私だ。元島の子
孫たちが年老いて歩行する時,私 の助けを受けているのだ。大和船が病気を運んできた時も,石 弓で
追い返 しているのは私だ。元島の子孫は墨の座(学 校)に おいても私の助けを受けているのだ。根の
ユマサイ,ウ イカ主 の神 よ,子 孫の神であ るので母の神のお蔭 で多力ビロのお声を申 し上 げた。村 立
てのままよんだ。
なか や し ど うと うゆ うや
⑪ 仲屋勢頭鳴響み親のタービ
神屋勢頭鳴警み親は母の神のお蔭でタカビロのお声をよんで名を揚げよう。フーシーフーシー
神屋勢頭鳴響み親 よ,母 の神のお蔭 で ター ビロの お声を申 し上げた。村立ての ままよんだ。
うい や
⑫ 上の屋マ トゥルギの タ・一ビ
(上の屋マ トゥルギは母の神のお蔭で タカビロの お声を よんで名を揚 げよう。フ・一シーフーシー)
い び ま
上の屋マ トゥルギは威部問の神で,五歳の頃に航海に出て暴風に遭い,唐 に流れ着いた。その地で
成功 し旦那衆 にな ったが,宮 古に帰 って きて,大 きな牛 を殺 して神酒 を揃 え,祈 願の祭祀 を行 った。
上 の屋マ トゥルギ よ,夫 婦 の神であ るので糧 の神の お蔭で ター ビロのお声 を申し上げた。村 立てのま
ま よんだ。
⑬ ザ ウソガニの タービ'
ザウソガニのムイは五人の子,七 人の子の母親であった。母の神のお蔭でタカビロのお声をよんで
名を揚げ よう。
ザウンガニム イは赤血を流 しなが ら,上 の屋の屋 敷に,足 や踵 で,そ して足や踵 まで朽 ちていっ
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と一緒 にター ビロを よみ上げ よう。
舟んだ ぎ司は,船 の守 り神 は,美 し く生まれて兄に見初め られ,抱 かれて子 を宿 した。 父が怒 って
勘当し,島 流 しを した。 麦 ・粟 ・黍 ・大蒜 ・葱 ・唐 辛子 を船に積み,夫 婦一緒 に子守 り姉 を伴 って,
5人7人の姉妹が見送る中,船 出した。船の進むまま最初に大神島に着き,親神を祭って水を飲んだ
が味が よ くないので,ま た船の進 むままにバ トゥ森 に着いてそ この神 と出会い,次 にウパ ラズの神,
た ら まうぶ っ かさ
次に多良間大 司に出会いな さって,さ らに船の進 む ままに狩俣 に11陸し,カ ーシ道 か ら東門 に来 た
時,烏 の羽 が濡れているのを見た。草地を切 り開 いてみ る と,き れいな水が湧いていた。そ この水は







てくれるよう話 し合 う と,欲 しいだけあげ る と答えた。 とても喜 んで船い っぱいに積んで来て,狩 俣
で鍛冶屋を始めた。母の神鳴響み親は畏れ多いことよ。上原の真中に鍛冶屋を始めて,元 島の上に,
宮古の四部落の男たちに伝 え広 めた。頂の磯金 よ,あ ま りの うれ しさに,今 日の よき日に母の神のお




② 根の世勝 りの タービ
大城元⑩ 根の世勝 りの ター ビに重 出。 ただ 「子孫 の神」 の句は な く,「今 日の よき口」を加える。




平良親は,根 の世勝 りは東門に坐って,母 の神 と相談をして前の井戸を作 り,石を積み上げなされ
たから,平 良親 は とて も誇 らしい。今 日の よき日に母の神のお蔭 で根 口の声を申 し上げた。村立ての
ままよんだ。
かにどうぬ
④ ニ ッジャ金 殿の ター ビ
こッジ ャ金殿,ア ロー金殿 よ,フ ーシーフーシー,東 成金 よ,今 日の よき日に母の神のお蔭で旗 日
の声をよんで名 を揚げ よう。
元島の子孫は年老いるまで私の助けを受けている。大和船が疫病神を連れてきても私が守護してい





王 への御 用布を織 り,藍 染め を し,す べての ことにあた って祈願 を受 け る神だ。 マギチ ミガは,ニ ッ
ジ ャ金殿 が男神,士 神 であま りに乱 暴であるため住む ことがで きず,ど こに住 もうか と見回 し,天 に
昇 って行 ってアサ テ ィダにお願 い した。 マギチ ミガは,男 神,士 神な のでそ こに住めない。 フーシー
フ ー シ ー





大ブギ殿 は,カ ニ ャーの大 司は神 の中の神だか ら,船 旅の嘉例(安 全)を 保証 され て,夫 婦 一一緒 に
船出を した が暴風 にあい,首 里城 に まで流されて門前 に七 日,八 日泊 ま り,歌 を謡 っていた ら,首 里
城の娘がお茶をご馳走 して くれた。 カニ ャーの大司は子孫の神であるか ら,タカビ「」のお声をよんで
申 し上げ た。村 立てのま まよんだ。
② マー ジ ミガ
マージミガよ,神の誘い子は子孫の神であるので,母 の神のお蔭でタカビロのお声をよんで名を揚
うふむとう
げよう。わが親は池間の人に嫁 ぎ,魚 を背負って行 き,カ ニャー 大元 で壺に神酒を造 り,池間の人
と盃 を交 わ した。 マージ ミガ よ,神 の誘い子はあ ま りに苦 し く,手 拭 い を頭 にのせ,さ しきを持ち,
し ば 一 ぐ 一
側干瀬に下 りた。
小舟 に乗 り,下 りた ことのな い浜 から嫁 ぎ先の塚 に行 き,姑 殿 と1」論 にな り,夫 婦 は虐 待 された。
マージミガは神 にな り,冬の三ヶ月は狩俣で冬祭 りがあるので,東 嶺の岬に逃げて行 って,狩 俣の神
が,五 回 の祭 りの神が神歌 を謡 うたび に,向 か い合 って謡 い踊 った。池 間の人は マー ジ ミガ を畏れ
て,牛 を殺 して ウ タキ3ヶ 所 に上納 した。 マー ジ ミガ よ,神 の誘 い子 は母の神の お蔭 でタ カビ ロの
お声をよんで申し上げた。村立てのままよんだ。
③ バシクイのバソ
司神 は,フ ー シー フー シー,子 孫の 神であ るの で,母 の神 のお蔭で タービロの お声 を よん で名 を揚
げ よ う。
う る か う ふ や
バシク.イのバソは身寄 りがな く,砂川の大家に,赤 甘藷を盗んで食べていいなら体全部を差 し上げ
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立派に上納させて ください。司神は子孫の神であるので,母の神のお蔭でタービロのお声をよんで申









「ヤー キ ャー 声 」 に,
かんな一ぎ とうゆみ 神の名を揚げて鳴響め
ういにゃ一ぎ み やがり 上 〈神〉の名を揚げて名を揚げよ
とあるよ うに,カ ンナーギ(神 名揚 げ)と 意識 され る部分であ る。次 に神名を示 してその行動 ・事蹟
がよまれ,最 後 にまた神名 を繰 り返 し,ニ ー フチ グイ ・ター ビグチを よんでカソナーギを 申し上げた
と謡 う。 さ らに末尾には,
うとうもよん と うたん(神 の)お 供を とった
うち きよん と うたん(神 の)お 付 きを とった
んきゃぬたぬ と うたん 昔の力 〈霊 力〉を とった
にだ りまま ゆたん 根立てたまま申し上げた
と結ぶ共通句が見られる。 これは神歌の中で重い意味を持つ結び句である。「神にお供 して村立ての
ままよんだ」 とい う意 で,タ ー ビが,神 が村立 てを した始源 その ままに謡 うことを表 す ものだか らで
ある。 この結句によって,神 が祭 りの庭に立ち顕れてその行動や事蹟が確かめられ,夏穂祭 りは村立
ての始源に回帰するのである。村立ての神や子孫の神に感謝 してンク(神酒)を捧げ,豊 穣を祈願す
るところに,タ ービを よんで神を讃 える夏穂祭 りの意義が存する。それを保証する結句 をもつのが
ター ビという神歌の形式 と見な される。
各元 ご とに見 る と,大 城元 の ター ビが13と圧 倒的 に多 く,や は り狩 俣の村立 ての神 を祭 る,四 元
の中でも中心の元であ ることを示 してい る。 最:初のソマヌカソはアサテ ィダとの間にヤマヌフシライ
という子があ り,狩 俣の母の神 として始 祖神 の位置にある。 その ター ビはヤーキ ャー声 と称 される。
これをよむのはアブソマであるが,「んまぬかん わんな(栂の神である私は)」という歌詞に示され
る。 これはアブソマの タービのヤー キ ャ一声 に しかない。
この歌詞 にある ように,ア プンマ はンマヌカソの祭 司であ るとともに,村 立 ての神の カソナーギを
した り,ソ マ ヌカソの立場 にな って神の 自叙 を した りと,タ ービの中で,謡 う主体は神 と神 を祭 る者




る。 この無人称 とい う主体は,基 本的には ユー ヌヌスや ミズヌヌスな どのター ビの謡い手に共通 して
言 えるこ とであ る。
ヤーキ ャ一声はンマ ヌカ ン という,狩 俣の始祖神 の行動 ・事蹟 を謡 う神話であ った。 従 って,② ヤ
マ ヌフシ ライ以下では ンマ ヌカソの 子供 と子孫の タービが よまれ るこ とにな る。それ らの ター ビは,
ふらがんどう や りば 子供の神であるから
またがんどう や りば 子孫の神であるから
とよまれ るのが共通の様式 とい うこ とになる』 この句は次の ター ビに見 られ る。
大城元 ②ヤマヌフシライ ③ティラヌプージ ④ウシメガ ⑤ ウプグフ トゥヌ ⑥アサマダマ
⑦マ イマ ダマ ⑧ マヤーヌマブ クイ ⑨ カニサー ウヤ プジ ⑩ 二一 ヌユマサ イ
カニ ャー元 ① ウフフギ ドゥンマ ②マ ージ ミガ ③ バーシ クイヌバ シ ④ サジナ ソガパ イ
ヤマ ヌフシライは ソマヌカソが連;れて きた娘,テ ィラヌプー ジは ソマ ヌカン とアサ テ ィダの子 と伝
えられるし,以下の神 々もその子や孫 と考えられている。 カニ ャ一元の神 々も子孫神 と呼ばれるの
は,ソ マ ヌカンの系譜 につながる と認識 されてい るか らであ ろう。 カニ ャ一 元が大城元の分 かれ と伝
える理 由は,こ こにある。
一方,子 孫の神 である ことを表す句を持たな いター ビは次の こ ≧ くである。
大城元 ⑪ウイヌヤマ トゥルギ ⑫ナカヤシドゥ ⑬ザウンガニ
志立元 ①フナンダギツカサ ② ジジヌイシが二
伸嶺元 ①フナンダギツカサ ②二一ヌユマサイ ③ピサラウヤ ④ニッジャカニ ドゥヌ
新城元 ①ウプバー
しゅ
大城元 のウイヌヤマ トゥルギは トーツ ク ドゥソ主 と言 い,タ ー ビにある ように,子 供の頃唐 に行 っ
て成功 し,帰 って きて牛を殺 して盛大な祭 りを した。 カタフッウプナーを創 始 した人物 と伝え る。ナ
カヤシ ドゥは大城 元の東隣 りにあ るナーヤーの 先祖 であるが,詳 細 は不明。 口碑に よれば,ト ーツク
ドゥソ主 の カタフツ ウプナー に対抗 して,シ ツマ スウプナ ーを創始 した とい う。その 日にはナカヤシ
ドゥのイ ピで二一ラーグを謡 う。ザ ウンガニは,タ ービの意味 が よ く読み取 れないが,新 里幸 昭は,
ザ ウンガニの生んだ子を長女が埋め殺 し,踏みつけた踵が朽ちたのだ と解する。その母親がザウソが
二だが,神 話 というにはあま りに残酷な物語である。 この⑪以下は先祖の人々の物語で,メ:城元の神
々の系譜 につらなる神話 とは患えない内容である。そのような理解が,タ ービすべてに子孫の神とい
う位置づけ をしない:理由にな っている と考 え られる。
志立元のフナソダギツカサは兄妹神で,志 立元を創始 した神。久米島か ら穀物の種を持ってきた穀
物神 と伝 える。ジジヌイシガニは志立元に農具を持ってきた鍛冶神。仲嶺元のフナソダギツカサの
タービは夫婦神を助けた子守 り姉で,仲嶺元を創始した水の神を謡う。ニーヌユマサイは外敵から守
護 している男神 ・土神で,学 問の神でもある。大城元の子孫の神 としてタービに謡われる。志立元の
神 とされ たのは,近 くのパギ ソ ミに居 を構 えたか ら とも考 え られ る。 ピサ ラウヤは,タ ー ビで二一ヌ
「
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ユマサ イと同神 とされ る。ニ ッジ ャカニ ドゥヌは外敵や疫病か ら村人 を守 る神で,鍛 冶神で もあ る。
また,新城元のウプバーは娘を亡 くしてから,新城元の神祭 りをしたらしい。いずれも元の始祖神で
ある。大城元の神でな く,ソマヌカソの子や孫でもないため,子 孫の神であるか らとする共通の様式
を持たないの である。
新城元 の大婆 の ター ビは,狩 俣の祖先神 か ら道具 を もらって,ウ タキ に神を祭 り,祭 司 とな った ウ
プバーのことをよんでいる。 これが新城元の創始を伝える神歌であろう。新城元はスバーギ(祖 神祭
で杖を持 ち,道 を闘 いてい く役)の 神 を祭 る元 で,ウ ヤパ ー もスパーギ と見 られ る。 ウプバーは この
スパーギの神を演 じるもの と考えられる。『南島歌謡大成 贋 ・宮古篇』ではこの神歌をタービに分類
所収しているが,編 者の親里幸昭はその後の調査で,フ サであることが判明した と記している。
なお,仲 間元 にター ビがないのは,本 来あ ったの だが,伝 え られな くな った とい うこ とであろ う。
ウヤパーの ミョ一二 ヌヌスが早 くに不在 にな った こともその一因 である。
3.祖先の物語としてのフサとその機能
麦 ・菓の夏穗 祭 りで各元で よまれ,豊 穣 祈願 として機能 するタービに対 して,フ サは冬祭 りにだけ .
演唱され,祖 神祭で機能する神歌 と位置づけ られる。5回の祖神祭とそ'こでのフサの演唱の関係を,
『南島歌謡大成m・ 宮古篇』『神hの 古層③』 を参照 しながら,筆者の1990年以降の調査によって示
してみ よう。
ヂ …グバナ(第1回,祖 神 を迎 える。丑 の 日か ら4泊5日)
丑:ア ブソマのフサ
寅:ア プンマ以下8名 によるフサ
ま 一・ じ ま ら い そどぬ か 一 らば る
フサの主 「真 津東食のフサ」「ミャームギのフサ」「機殿 のフサ」「河 良原のフサ」
あ お り ま ・一 ま が に ぐ ふ じ な や い が に ぐ う ぶ あ じ
フサの主 「阿応理 やえのフサ」「継母のフサ」「兼久大按司成 り按司のフサ」「兼久大按司の
なふあんなと ぎ さ
フサ」「那覇港 のフサ」「卜一ナ ジの フサ」「下 男の フサ 」
卯 ・辰:寅 に同じ
イダスカソ(第2回,新 任の神女 を出す。酉 の 日か ら3泊4日)





「卜一ナジの フサ」「継母の フサ」 「下 男のフサ」




戊:フ サの主 「大家 の真 男のフサ」「ミャームギの フサ」「那覇港の フサ」
た らまうふつ かさ
マ トゥガヤーのサス(夏 のカニ ャー元のウヤパ ー)「多 良間大司の フサ」
アーブガー(第4回,畑 の祓 い と豊穣 を予祝 する。寅の 日か ら2泊3日)
トゥデ ィアーギ(第5回,祖 神 を送る。 中の 日から4泊5日)
まいにや一むとう
亥～子:ア サーソ,3元 でフサ。前の家元でアブソマ以下 「前の家元のフサ」
や一一 ぬ し う や ん ま
大城元でアブンマ以下 「根 口声」「ヤーキ ャー声」「家の主観 阿母のフサ」





子:ア ブンマ以下 「ユー ンシのフサ」
ろ:どういざ・一




マが大城元 でよむ 「祓 い声 」「ヤーキ ャー声」 とフサ の主が イダス カンで よむ七フサは調査老 も見 ら
れ る。 七フサ とは,子 の 日のユ ナーソ と呼 ばれる祭事で よむ7つ のフサを言 い,そ れ らを特 に七フ
サ と総称す るのであ る。 ユナー ソは,午 後9時 頃 草冠を被 った ウヤー ンがい くつか に分かれ て神山
か ら大城元の庭 に下 りて くる ところが ら始 まる。
筆 者は,1993年12月21日夜,こ の祭事を調査す るため,数 人の 男性神授 とともに大城元の 南の家
の中にいた。静寂の中で息 を殺 してウヤーソが下 山 して くるのを待った。す ると,か すかに足 音が聞
こえ,突 然,閉 め きった板戸 を棒でば たばた と叩 きは じめる。 ウヤーンが興奮 しなが ら戸を叩いて歩
き(走 り)回 る様子が窺 える。 しか し,こ れは見てはな らない とされている。 音が鳴 りやんで静かに
な ると,調 査者は庭 に出 るこ とを許 され る。 草冠 のウヤーソは 円陣 にな り,中 心に立 つアブ ソマが
「やふ やだ りる むむかん は らいは らい」 と低い声で 「祓 い声 」 をよみは じめ る。続 いて 「ヤーキ
や一声」 を よむ。 これがアブソマの フサ であ る0次 に2名 の フサの主に交代 して 「真津真良の フサ」
以下の七フサをよむ。立つたまま休を揺 らしながら謡う。旋律はあまり抑揚のない静かな謡い方であ
る 。
このユナーン とともに,フ サが よまれる機会 としてアサーソがある。アサーソ とはイダスカソ とト
ウデ ィアーギの2回,ウ ヤーソが,夜,神 山か ら下 りて きて大域元 に籠 もって朝 まで フサを よむ祭
事である。 イダスカソの時は未明3時 頃下山して前の家元に入 り,大城元に移 って 「真津真良めフ
サ」 をよみ,さ らに西の家元でフサをよんだ後,道 歌を謡いなが ら,神 山の細 い石段 をのぼ り,薄暗
い森の中へ消えてい く。姿は見えないけれども,神の森フンムイの奥から神歌をよむ声だけが聞こえ
て くる とい う神 々しい場面であ る。 トゥディアーギ の時 はやは り大城元 に籠 もって十三 フサを よむ と
い う。建物 の中なので,そ の様子はわか らない。十 三フサの呼称 か ら,フ サにグループがある ことが
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宮古島狩俣の神歌 体系 タービ ・フサ ・二一 ラーグの様式か ら
わかる。 また トゥーフ タ(十 二).フサ とい う呼び方 もある。 この こ とか らフサには,ア ブソマが先唱
して他の神女が追鳴するものと,フサの主が先唱して他の神女が追贈するものがあることがわかる。
その他に元のサス(元の神に仕える女性神授)が よむフサもあるという。
このようにフサは冬の祖神祭 において,主 にアブソマやフサの主 が先唱す る神歌で,'主要 な七フサ
を基 にして,十 二フサ,十 三 フサ が よまれ る。その種類 については 今まで に21のフサが採集,紹 介
されている。次 に,『南島歌謡大成 皿 ・宮古篇』『平 良市 史第七巻』 によって,そ のすべてを要約 して
掲げ る。
① 真津真良のフサ
神は穏やかに根 島か ら降 りて くる時 にはフサを欲 しが り,ミ ャー クに皆集 まってか ら,真 屋のマッ
メガ, 百フサの主は母の神のお蔭で百フサを踊ろう。フサを踊って帰ろう。
うぶぐしく主だ ま まや まとう ゆ ま さ
大城真玉 は最 初に7人 の子を生 んだ。マバルマ を生んで,次 に真 山戸,次 に世勝 り,次 にシシ ミ
ガ, 次にマバラジ,次 にマカナシ,次 に真津真皮を生 んだ。
し む じ し が ま
真津真良は手が器用でたくさんの布を織 り,衣を縫い集めて箱に入れた。下地,洲鎌の奴 らが来た
び さ ら うや
ので, 平良の頭,宮 古の主が買いに来たので,着物入れ箱を開けて衣を出 して買ってもらった。衣を
着てみると,あまりの美しさに名声は天 と地,根 島まで響 き渡った。私を美 しく生んだ母親が鳴響ん
だ 。
② ミャームギ のフサ
(冒頭部は① と同 じ,省 略)
ばる
ミャームギは5人 兄弟で,叔 母の子は7人 姉妹 で,ウ ッッ ァ原 を奪い合 った。 ミャームギ が弓を
とる と, 7人姉妹 も弓を とり,ミ ャームギは死んだ。妻のマ ウジニ ャが仇討ち を企んで,ザ ラカ嶺 か
ら毒の クグシキを取 って きて,神 酒を造 って7人 姉妹 に差 し上 げる と,苦 い酸 っぱい と言 いなが ら
飲み, 死んだそ うだ。7人 姉妹が死んだので,ミ ャームギ は立派 に死 になさい,.ウッツァ原 は私の も
のだ と言い,墓 地 を分けて7人 姉妹 を葬 った。
③ 磯殿のフサ
神は穏やかに根 島か ら降 りて くる時 には,大 神はフサを欲 しが り,ミ ャークに皆集 まってか ら,百
フサを踊 ろう。 フサを踊 って帰 ろう。
カーガイの磯殿は富貴者なので身の回 りのことをや らせ,本 妻がいたが,自分の船で伊良部島か ら
下女を連れてきて妾にした。本妻は夫が妾の手枕で寝ているのを見て嫉妬 した。兄弟に慰められ,実
家に走 り帰 って泣 くが,誰 も話 を聞いて くれない。 その うちに妾 は男の子を生み,こ の家 は 自分の も
のだ, 艮1て行 け と,本 妻 をいびって追い出 した。
④ 河食原のフサ
(冒頭部は③ と同 じ,省 略)
マバルマール はアカグ池 の水が うまか ったので,そ の水を汲 んで船 に積み,ウ タキを廻 った。舟ん
う ぶ ゆ ぬ し と よ うや
だぎ司は初氷を船に積み,ウ タキに廻そうと言 った。踊 り座の大世主鳴響み親は初氷を船に積み,ウ
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タキ に廻そ うと言 った。大神島で初氷を船 に積み,ウ タキに廻 そ うと言 った。 そ こで飲み語 り,イ サ
う ぶ や
ドヤー祭,祖 神祭 を創始 した。 カフカ大家 は召 し上が って,シ ダ リ根 に降 りて三 ヶ月籠 って 白鳥にな
り,大 地に降 りて人 々 と親 しくな った。
⑤ 阿応理やえのフサ
(冒頭部は③ と同 じ,省 略)




(冒頭部は③ と同 じ,省 略)
きつい継母神 よ,午 の 日の祭 り(祖 神 祭)を 嫁 に教えず,今 日がその 日だ と言 ったので;嫁 は着物
を用意できずに借 りて祝いに行った。死後,嫁 の母は板の棺桶に入 り,継母は藁で束ねて葬られた。
⑦ 兼久大按司成 り按司のフサ
(冒頭部は③ と同 じ,省 略)、
カニグフ ジナヤイは踊 り座 の殿 よ,富 貴者 なので,伯 母や姉妹 がた くさんいるので,臼 を:二十用意




ゆ一 ぬし ぶ な ざ ら
ガニグフ ジ世 の主は,女 按 司は,富 貴 者なので,神 酒百甕 を仕込ん で,山 を薙 ぎ払 い,家 の繁栄 を
祈願 するため,七 日間酒食 を振 る舞 った。酒 を飲み過 ぎて柱 に頭 をぶ つけ,庭 に落ちた。
⑨ 那覇港のフサ




(冒頭部は③ と同 じ,省 略)
トーナジが夫 と喧嘩 して姉妹の家に泊 ま りに行 ってい る間に,夫 が トーナ ジの神衣装 を海に流 して
しまった。 トーナジは ウプッカサ にそのあ りかを占って もらうと,干 潮の岩の上に浮 かんでいる とい
う。喜んで,船 で夫 とその場所 に探 しに行 き,夫 が波の上 か ら引 き上げ る と,そ の着物は蛇 となって
トー ナジの腕や胴 に巻 きついてきた。 卜一ナジは恐 ろしさに,蛇 を木 にIlilきつけて殺 し,そ の木の下
う ぶ ぎ ぬし
に埋 めて大樹の主 に した。 その後,姉 妹 は栄 えなかった。
⑪ 下男のフサ
(冒頭部は③ と同 じ,省 略)
ういかに
男は,魚釣 りに夢中で貧乏にな り,パギソミの上金の下男に雇われたが,死 んだ子の骨も見せても
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宮古 島狩俣の神歌体系 ター ビ ・フサ ・ニー ラーグの様式から
らえなかった。首 をつ って死のう.と山に行 くが,夕 暮れの鳥の鳴 き声が子のマヤマラの声 に似ていた
ので, 死 にきれず に同 じ道を帰 って きた。




十畑, 土地な ら四十九。 それ以上欲 しがるな。
⑬ 大家の真男のフサ
(冒頭部 は③ と同じ,省 略)
みら かにとうぬ うい や一 な か ま しむ
大家マビキ リャ,イ カウプヤの殿,子 の 金殿,上 の屋マ トゥルギ,仲 間マサ イマ リヤ,下 のタウ
あ一らぐふ
タゥ, 新城 の クイマラは,今 日も魚を捕 って きた。 それでマ イマナ ダの石垣 を建造 し,こ こに百の
う ぶ ざ むむみばい
神(祖 神) が降 りてきて百踊 りを踊 った。島の長老たちは大座の真ん中で百御拝 を している。
⑭ 家の主観阿母のフサ
(冒頭部 は① と同 じ,省 略)
家の主観阿母である私は,子孫の神であるから,偉の神のお蔭で根口のお声をよんで名を揚げよう。





和 らいであれ商神,祓 い,祓 い。天道,根 立て主のお蔭 で,四 元の神 よ,司 神 である私は,母 の神
主ん ざ
のお蔭で, 父真玉,万 座 に円陣をつ くって,わ が根 口のお声を よんで名を揚げ よう。
村立てのまま トゥデ ィアーギであるから,子 孫の参加が許される。 万座の よき日を選んで百神はマ
イバナダのお殿に参集 され,ヤ マヌフシライは草冠 を頭 に載せて,根 立て主鳴響み親はお殿鎮め,大
うぶざ一 い ナさ一
世鎮めまでよまれた。百神は建物か ら出て,大 座の ウパラジ,磯 座のカ ミャラジが迎 えて,フ サを村
立てのままよんだ。 山の主ハヤカは招 いて くだ さるお蔭 で,百 神は供の家か ら出て,ス パーギの神は
ゆ が ふ一
案内して山に入る。 トゥデ ィアーギであ るか ら,百 神は山の上に世果 報が満ちるまで大 きな祭祀を終
えた。 万座のよ き日に,司 の皆は朝 から夕暮 れまでフサ をよまれて,山 か ら参 られて万座 でよまれ
て,子孫に果報を とらす。司神である私は,母 の神のお蔭 でわが根 口のお声を申し上げた。村立ての
ままよんだ。
⑯ 前の家元のフサ
和 らいであれ百神,祓 い,祓 い。根立て車 のお蔭 で・四元の神 よ・万座主 であ る私は・マキ ヤ殿
(山のフシライ)を 抱 く私 は,母 の神の お蔭 で,前 の家大家の万座,わ が眼目の お声を よんで名を揚
げよう。
(以下, ⑮の司神が万座主 に,ト ゥディアーギがイダスカソに,.父真玉万座 ・親真玉マキ ヤ殿が前
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あら う
の家の大家万座 ・新降 りのマキヤ殿に変わるだけで,ほ とんど同じ)
⑰ トゥー イマーム イのフサ
くり ま
トゥーイマームイ よ,冬 祭 りなので,来 間のン ミャオ原 か ら狩 俣に,根 立て主,母 の神のお蔭 で,
う.撃ざ ま し しるでい
赤豆 ・生 り豆 を持 って参 られ,大 座枡の下 に白手 に受 けて捧げ よ う。
ゆ うぶ や
⑱ 揺 らり大家のフサ
(冒頭 部は③ と同 じ,省 略)
うりずんなので,自 分の家に麦と芋の神酒を捧げよう。罰が当たった大家は私の母 とわかった。か
びやおな あ らざ き ちかさ
ら騒ぎの家はサジ山に行こう。平安名外岬の司は祈 りの言葉ができたので,大 きな野原,渡 中に引い
あかざき か一んちばらしむ じうるか ぼら
て参 られ,砂 川原の司は(以 下,同 じ),下地の赤崎の司は(以 下,同 じ),川満原の司は(以 下,同
じ)溺 鎌 の司は(以下洞 じ),襲爵康の司は(以下,同じ)淋 鹸 の司は(以下洞 じ),
うぶ 芋かま い ら お な か や ま い き ま
大外間の司は(以 下,同 じ),伊良部 中山の 司は(以 下,同 じ),池間ウラナ オの司は ここに坐 りなさ
い と言 って くれた。
⑲ 多良間大司のフサ









天道,父 太陽,根 立て主のお陰 で,四 元の神 よ,母 の神の お蔭 で,村 立ての ままであ るの で,ト ゥ




天道のお陰 で,祓 い,祓 い。 父太陽,根 立 て主のお蔭 で,西 元 の神 よ,こ の区域の神 よ,今 日の 日
取 りは母の神に許 されて村立ての ままであるので,ト ゥデ ィアーギであ るの で,百 神 は踊 り家にお揃
ぱ た1ξ ら
いになって,宮 古の二十原から大世を乞 うて満たそう。粒 々の神女は大陞を頭に載ぜて根立て主の親
地 に揃 って名を揚 げよ う。村立ての まま よんだ。
祖神祭はアブソマ以下のウヤーンが村立ての神を演ずることで,村立ての始源に回帰する冬の大i祭




宮古島狩俣の神歌体系一 タービ ・フサ ・二一ラーグの様式から
こが異なるのか。
タービは蔓穂祭 り,フサは冬の祖神祭という場の違いで区別されていると考えればわか りやすい。
しかし,事 はそ う単純で はな く,そ の讃 え方 の運び も讃え る対象の祖先 も,フ サにはフサ としての様
式があって,その様式によって狩俣の神歌体系の中に確固たる位置づけがなされている。それではフ
サを規定 する もの は何か,そ れを次に探 ってお きた い。
フサには,冒 頭部 にター ビ とは異 な る詞章の カソナーギ(神 名揚 げ)が あ る。神 の聖地の根島 ・シ
ラ地か ら人 々の住む ミャー クに神 々が降臨 した時,百 フサを欲 しがった とい うのである。そ こで真屋
のマツ メガ ・百 フサの主 が母の神の許 しを得 て,百 フサを踊 った。神 々のその フサを踊 って帰ろ うと
いう,降臨する神々とフサの主を讃えるカンナーギ と見られる部分がそれである。内田順子によれ
ば,そ れは板 目声だ とい う。 この冒頭 部は①② と⑬ ウプヤマ ビキ リャ⑭ヤー ヌヌス ウヤ ンマ に見 られ
るのだが,① ②は フサの主が先 唱するのであ るから,フ サの主を讃 えるのは よ くわかる。そ こに真屋
のマッ メガが最初 に出て くるのは,フ サの主の祖先 と見な されているか らであ る。⑭ には,ウ ヤンマ
が真屋のマ ッメガ を自分の養女 に してフサを伝 えた とあ る。 しか も⑭ は,ト ゥデ ィアーギのアサーソ
で,ア ブンマが板 目声 ・ヤーキ ャ一声 の後 によむフサであ る。 つま り,⑭ のヤー ヌヌスウヤソマは真
屋のマツメガにフサを伝 えた神 で,フ サの由来 とその始祖神について叙事 してい るわけであ る。
それを受 け て,① ② 以下⑪ までの,フ サ の主 が先唱 す る11のフサ があ る。 アブンマの根 同声 ・
ヤーキ ャー声 と⑭ の二つを合わせて,こ れで ト三フサ にな る。 ところが,③ 以下には,真 屋のマッメ
ガ ・百フサの主が母の神の許しを得るという部分がない。⑭のフサの由来を引き継いで①②で始祖神
をよんだこ とにな る。 内 田順子 はその点 について,ア ブソマか らフサの主へ,ウ ヤソマか らマツ メガ
への 「よみ わた し」が ここにある とす る。フサの よみ手はフサの主へ移 ったのだか ら,③ 以下 は真屋
のマツ メガを.よむ詞章は必要がな くな る。やは り真屋のマッメガをよまない⑫⑱ について も同様 に考
えられる。そ う考え ると逆 に,⑬ は真屋のマッ メガ ・百 フサの主 をよんでいる ことで,そ こに特別な
事情があるこ とを示 唆す るのであるが,そ れは不明である。
結末部 については,ア ブソマの フサ⑭ がウヤ ソマの神 名を挙 げて,「ん きゃたぬや と うたん に
だ りまま ゆたん」で終 わる,タ ー ビ と同じ形式 を持 つこ とが注 目さ;れる。 これは,ヤ マヌフシ ラズ
をよむヤーキ ャー声 も同様 で,ア ブソマのフサでは祖神祭 とフサの起源 をよむ とい う点 で,以 下のフ
サの主がよむフサとは区別される形式になっている。
①か ら⑪ までのフサの 主のフサは,祖 先の行動 ・事蹟 で終わ る。例 えば,イ ダスカソのアサーソで
の七フサは,一一つのフサ の話が突然終 わってす く・次のフサが始 まるという感 じで,こ れがフサの主の
フサの様式 として了解 さ;れる。
一方,⑮⑯⑰⑲⑳⑳の冒頭部は,こ れまでのフサの定型的な詞章 とは異な り,むしろタービの形式
に類似する。西元の神を讃えるのは,タ ービの冒頭部でよまれるカソナーギの詞章に近い。結末部も
「んきゃたぬ や と うたん にだて ヤ、ま ま ゆたん」 で終 わ り,こ れ もタービの形式 として見て きた
ところであ る。特 に,⑮ ⑯⑲は 「やふ あだ りる むむかん は らい は らい」 で始 まる共通 グルー プ




このように見て くると,フサの主のフサの内容,そ のよまれる対象がフサ という神歌の問題 として




フジナヤイが伯母や姉妹に七 日間神酒を振る舞 う話。⑧はかニグフジが神酒を飲み過 ぎて柱に頭をぶ
つけて庭に落ちる話。⑨は姉が那覇港の戦いで弟の命を助ける話(夫 は戦死する)。⑩は神衣装の集
りで トー ナジとその姉妹が不幸になる話。⑪は子の亡骸 さえ一見せてもらえない下男が死のうとして死
ねなかった話。⑫は男 と女の分け前を定めた話。⑬はウプヤマビキ リャらが祖神の降臨地マイマナダ
の石垣を建造する話。
この中で注 目されるのは,① ②③⑨⑩⑥⑪の七フサのうち,① を除 くすべてが欲や妬みや復讐 とい
う人間の業 を語 ってい る ことであ る。・ター ビが祖神 の行動 ・事蹟を讃 える内容なの だが,フ サは人間
の悲劇的な話で,あ まり神話 らしくない。狩俣に村立てや繁栄をもたらした祖神 とその歴史を語 る神
話 がター ビで,こ れ らの フサ は醜 い争 いな どで没落 し,不 幸 になった祖先 の物語 だ と言 って もよい。
古橋信孝はそれを 「負の部分」 ととらえ,そ のようなフサの役割について次のように述べている。
祖神たちは過去の悲劇,人 の負の部分を引き受け,鎮 め,そ のようなことがふたたび起きないよ
うにしているのではないか。(「巫歌 と史歌一宮古島」岩波講座 日本文学史15r琉球文学,沖 縄
文 学 』1996.5)
悲惨で不幸な祖先は鎮あ られなければならない。鎮まらない祖霊は祭 りをなすと考えられているか
ら,それは村の祭犯の重要な役割 になる。不幸な死に方を した鎮 まらない祖霊たちを祭 りの庭に迎
え,そ こで自らの悲惨な物語を語 らせ,石神 としての祖神の位置を与えて鎮めるというのがフサの機
能 と見ることができよう。そもそも冬の祖神祭は,村 の周囲に存在するこうした死霊を祓い鎮め,清
浄な空間にする祭祀だ と考えるべきである。祖神祭でアブソマがよむ 「祓い声」は,調 査者に とって
代表的な神歌のように見えるものだが,そ の詞章で 「やふ あだ りる むむかん はらい はらい」と
謡 い始 める ところに,死 霊 を祓 い鎮 め,百 神 として祭 り上げ よ うとする心意 が表 れてい る。
それは多良間大司の ように,狩 俣以外の霊も祭 る場合がある。 このフサは祖神祭の三回目マ トゥガ
ヤーの時,テ ィソ ドゥーという神山の尾根の聖地で行われる儀式でよまれる。女性神役だちは石垣の
上 に立ち,南 のパ イヌスマ に向か って このフサを よむの であ る。 そ うする と,亡 くな った祖神たちが
それに応 えるよ うに,謡 い踊 るのだ とい う。パ イヌスマ は墓地 が広 がってい るところであ る。マ トゥ
ガヤーの時はその墓地のあたりから神歌が聞こえてくるのだと神授の経験者は伝えている。筆者は狩
俣を調査 し始めた頃,こ の話を聞いて,祖 神は亡 くなった後 もフサをよみ合うことで鎮められている
のかと,衝撃を受けたことを記憶 している。狩俣の人たちは祖霊を身近に感じているのである。その
ティソ ドゥーの儀式で多良間大司のフサをよむ ということは,多 良間大司がパイヌスマにいる祖神と
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は狩俣の祖神にな った。 そこでマ トゥガヤーの時 には,祖 神 と大司はフサを唱和 し合 うあ だ とい う。
この大司の話もやは り,船子の暴行による悲惨な死である。しかも遺体が狩俣の浜に打ち上げ られ
る。は じめなぜ多良間の神 がフサ によまれ る対象 になるの かわか らなか ったが,こ の 口碑 に よって,
狩俣の周囲で悲惨な死を遂げた霊をも祭らなければな らなかったことが了解される。
フサは狩俣 とその周囲で悲惨な死を遂げた祖霊を祭 りの庭に招き寄せ,その悲惨な死を自らに語 ら
せ,あ るいは語 ってあげるこ とで静か に鎮め祭 り,狩 俣の繁栄の助 け とな るよ う祈願す るのである。
それが冬の祖神祭のもっとも大きな意義であったと言える。鎮まらない祖霊を鎮めて狩俣の祖神に祭
り上げる機能を もつのがフサ とい う神歌であった。 フサの主は,鎮 まらない祖先の霊の語 り手であ る
とともに,祖 霊 その もので もあ る。フサの主 が百 神 と呼ばれ るゆえんはそ こにあ る と考え られ る。
先に,フ サはいかに も神話 らし くない,人 間的 な祖先の物語だ と述 べた。確 かにフサの主のフサ に
は悲惨な祖先の話が語 られる。しかし,冒頭部の根口声の意味を忘れてはならない。すなわち,神 が
フサを欲 しが り,ミ ャー クに皆集ま って,フ サ を踊 って帰 ろう とい う部分 だ。 この根 口声 は,悲 惨 な
死を遂げた祖先がフサ をよみ,踊 ることで鎮め られ,祖 神 にな って帰 ってい くこ とを謡 うフサの様式
と見てよい。それに続いて祖先の物語がよまれるのだが,この二部構造は祖先が祖神になっていく神
話の構造 と言 って もよい。そ こにフサ とい う神歌の様式が認め られるの である。
4.ニ ーラーグの構造 とその生成
最後に,ニ ーラー グを取 り上げ よう。 ター ビ,フ サ に狩俣の神歌の様式 を見て きた上で,二 一ラー
グの構造 と様式 は どの ように とらえ うるか。 ター ビ とフサを通 して,ニ ー ラーグの成 り立ちを どの よ
うに解明 しうるか。 この点に ついて論 じるこ とにする。 そ こでまず,二 一 ラーグの 内容を分析 してお
きたい。
二一ラーグは その内容か ら5章 に分け られる。
第1章では狩俣の始祖神の系譜がよまれる。天の赤星太陽の子真主 ・太陽の大按司豊見親 ・山の
フシラズ ・真屋のマッ メガ と続 く系譜で ある。 言葉を少 しずつず らしてい く対(ふ た声)の 詞章 を,
両手を開 いて左右 に振 りなが ら,ゆ っ くりと荘重に謡 い出 し,始 祖神を讃 えて終わ る。
第2章 は大城真玉が生んだ二男五女の系譜。マバルマ(女),真 山戸(男),世 勝 り(男),シ シ ミ
ガ(女),マカナシ(女 〉,マバ ラジ(女)と 続 き,最 後に手 が器用な真 津真良(女)の 誕生 で終わ る。
第3章では真津真良の名声 と真屋のマブJイ の活躍が語られる。機織 り上手の真津真良の織布が
あまりに美しかったので,そ の名声が琉球国王にまで響き渡った。下地 ・洲鎌の奴らや平良親が布を
奪おうと押し寄せて来た。その時,真 津真良の甥のマブコイが家から出てみると,軍勢が満ちあふれ
ていたの で,家 か ら刀を取 り出 して兵 を倒す。 英雄的 な活躍 をするマプコイを讃えて終 わる。
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第4章 では戦闘を機に女酋から大城殿 という男酋の時代にな り,鉄製工具を使った土木事業によ
って繁栄してい く様がよまれる。大城殿はパルマヤーの甥に掘 らせた井戸がすば らしかったので,大
城の家にお神酒を持ち寄 り,三泊四 日にわたって盛大にお祝いをする。歌の調子が途中で変わる。大
城殿の名をたかべて終わる。
第5章 では大城殿の後継者ユマサイによる社会的事業の推進 と狩俣の飛躍的な繁栄が語 られる。
大域真玉の子のユマサイはパギソミに大屋敷を構え,みんな集まって相談をした。狩俣の親であるユ
くが い し ウ
マサイは船に布を積んで貿易を始めた。久貝主の早船は大いに力を発揮した。さらに木材を集めて造
な が ん ね と うゆ み や
船を し,貿 易を拡大 していった。仲宗根豊見親はユマサイを実子の ように思 って重用 したので,ユ マ
サイは船による貿易を盛んに推進し,琉球国王に貢納するほどであった。ユマサイのお蔭で狩俣の子
孫は繁栄す る と讃 えて終 わる。 この章 が もっ とも長 く,途 中で うたい方が変 わる。
狩俣の 神歌中 もっ とも長大なニ ーラーグは,こ の よ うに5章 か ら成 る。第1章 と第2章 は神 と祖
先の系譜で,そ の行動や事蹟 という神話は一切謡われない。神名が二つ対になって進行 してい く。神
役 だちは 「神歌はふた声だ」 という。ふた声 だか ら覚 え られる し,間 違 わずに よめる とい うこ とであ
る。 これは狩俣の神歌の基本的な様式 と見てよい。
しか し,た だ神名が二つ並 ぶので はない。第1章 か ら二例 を挙 げて みよ う。
1aて ㌧、だぬ うぶ一 じ とうゆみ やよ 太陽の大按 司豊 見親 よ
か ういなうわ まぬ しよ 天上の子真主よ
bし らていやま び一ゆぬ し シラテ山 に坐す主
b'ふん む じん び一ゆぬ し 国の杜 に坐す主
2aま やぬ まちみが よ 真屋のマ ツメガ よ
a'むむふ さぬ まぬ しよ 百 フサの真空 よ
bん ま り まちみが よ 生 ま りマッメガ よ
b'やすふ さぬ まぬ しよ 八十 フサの真主 よ
1aは太陽の神で,新 里幸昭 によれば,大 按司 と豊見親は祖先神の接尾敬称辞に見 られるという
(「狩俣の神 々一 夕ー ビ ・ピャー シを もとに一 」『沖縄文 化研究 』7,1980.6)。これは神 の正式 な呼び
名で,2aも 同 じであ る。1a'は天上界の神の 子を意 味 し,2a'は前 述の よ うにフサの主 の祖先 神であ
ることを示 す。 いずれ も神格や役割 による神名で,こ れだけで独立 して用い られ ることはない。 次の
対表現は,1のbが 神山の中の聖 なる山,b'が神山を指 し,神hの 聖地に坐 ます崇高な神の意である。
2のbは 始祖神 か ら生 まれた こ と示 し,b'はaの言 い換 えであ る。bb'はaa'の様態 をさ らに付加 し補
足す る,い わば重ねの表現 と言 える。 こうした対の詞 章はおそ ら くそ れぞれの神話 によって支え られ
る具体性をもっている。それは神名叙事と呼ぶことができる(居駒 「神名と歌謡の発生…叙事歌の様
式」『古 代の歌 と叙 事文芸 史』2003.3)。
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まやまとうば んまらし 真山戸を生んで
やふだみや んまらし 家路鎮めを生んで
というよ うに,チ ギンナ ・ンマラシを繰 り返 して,カ ソヌサ(神 の子)が 次か ら次へ と生 まれてい く
様が謡われ る。第2章 はほ とん どこの二語の繰 り返 しで構成 されて い ると言 って よい。神名 と二 語
の繰 り返 しによって,受け継がれてゆ く子孫の神々の繁栄と神々の時間の永遠性が浮かび上がってく
る。 この繰 り返 しこそがニー ラー グにおける神 の系譜の様式 なのである。
この ように第1章 ・始祖神 か ら第2章 ・祖先 への系譜は,述 べて きた ような二つの様式 に よって
展開され,第3章 の織物の名手マージマラと勇者マブコイの物語が始まるのである。そして第4章
が大城殿,第5章 がユマサ イ とい うように,祖 先の物語 によって狩 俣の歴 史が語 られる。 その内容
については上述 した通 りであ るが,ニ ー ラーグは どの ような神 と祖先を謡 うのか。 それはター ビやフ
サとどの ような関 係 にあ るの か とい う点が問題 になる。 そこでニー ラーグに登場す る神 と人物の 名
を,対 の名 とともに掲 げる。 ター ビとフサ との対応関係 も合わせて記す。 なお,太 字 はター ビ ・フサ
に独立 して よまれ る神 を示す。
第1章
A1テ ィンヌアカブ シ(太 陽 の子真主)
A2テ ィダヌウプージ トゥユ ミャ(天 上の子真幸)…ティラの大按司の ター ビ③




B2マバルマ(先 の子 〈長 女〉)一フサ①
B3マヤマ ド(家 路鎮 め 〈長男〉)一フサ①
B4(E2)ユマサ イ(鳴 響む子)一根のlll勝りのター ビ⑩,仲 嶺元の根の世勝 りの タービ②
B5シシ ミガ(神 の誘い子)一一フサ①
B6マカナ シ(神 の誘い子)一フサ①
B7マバ ラジ(神 の誘 い子)一フサ①
B8(一C1)マー ズマラ(千 勝 り)一真津真良の フサ①
第3章
CI(=B8)マ ー ズ マ ラ
C2ピサ ラウヤ ・ー仲嶺元の 平良親の タービ③ か不明







E3カ イマ タヌウヤ(鳴 響む世勝 り)
E4ナカズニヌ トゥユ ミャ(国 直 りの真主)
この系譜 のつなが りは,親 子 ・男女の関 係が よ くわか らない。第3章 でマ ーズマ ラが女性,マ プ
コイが男性 である ことが,叔 母 とい う関係か らわかる程度 であ る。 この点について,稲 村賢敷は全体
の系譜を次のように図示 した。
初代女酋部落創生神ニイリ(一う
天の赤 星 ・太 陽の子 の真主一 まやのまつめが・一… "コ
一 」」一 一 ・一 一」
二代女酋ニイ リ(二)三 代女酋ニイリ(三)
・・… 大 城 まだ ま… … ま づ ま ら一
四代男子酋長ニイリ (四)
'
・・一・一一一・一一一・一一・ … 大 城 殿
五代男子酋長ニイリ(五)
・一一一一・一… 一一 一 … ・・一 … よ 一ま さ い
(注)括 弧内の漢数字は章を表す。
稲村は, A1が創生の神 で,A4の マ ツメガが初代女酋 の神 とす る。幾代か経て二代目のB1が大城
の家に誕 生 し,二男五女の中からC1のマーズマラが第三代を受け継 ぐ。第3章 はマブコイが叔母の
ために与那覇原の大軍を撃退 した戦闘歌にな っているという。ここまでが女酋の時代で,第 四代の
D1から男酋の時代に入る。第5章 では五代 目のユマサイがE4か ら狩俣の主首に任命 されたとす
る。 これは基本的に首肯 で きる とらえ方だろ う。 稲村が指摘 す るように,二 一 ラー グの神 と祖先の系
譜には女権社会から勢権社会への移行が語 られており,それは神話から歴史への階梯 と重なってい




一マールユプ ズ トユソ シ ュー
(地元の女性) マブ クイ




スイ ミガ ブナ ミガ
ママ ラズ
ビキ マ リャ' 一一マ カ ナ ス
マー ズマ ラ
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これに よれば,A1に 当た るのがソマテ ダ ・アサ テダの夫婦神 にな る。A2は その子 で,A3は ソマ
テダの連れ子 だ とい う。 そ してA2の 子 がDlで,そ の子 がC3・B4(E2)・B8(=C1)にな る。 し
か し,D世 代がB・C世 代 の親 にな る とい うの は矛盾 す る。ニ ーラーグではD1の 位 置 にB1の ウプ




それではニーラーグの神 々と祖先の系譜,そ の行動 ・事蹟の叙事は どのようにして生成されたの
か。それを考える上で重要な視点を与えて くれるのが,上記のタービとフサ との対応関係である。
二一ラーグの神々の系譜 との関係で特に注 目されるのが,①真津真良のフサである。このフサは
二一ラーグの第2章 と同 じ系 譜を謡 い,マ ー ズマラが織 った上質 の布 に買い手が 集 まって くる様子
もニー ラーグの第3章 に重 なる。 ここに密 接 な伝承関係が ある こ とは言 うまで もない。 この点に つ
いて外間守善は,① から二一ラーグの 「二章,三 章の中に再生産されて重要な艶歌 としての役割を果
たして」(r南島歌謡大成 皿レ 宮古篇』解説)い ると指摘 している。フサに系譜をよんでいるのは①の
マーズマラのフサだけであ ることか ら,① がフサ として特殊であ るこ とは明 らかであ る。外間が① を
史歌 として位置づけるの もゆえな しとしない。 しか し考 えてみ る と,こ の系譜はマー ズマ ラだけに見
られるものだ。 従 って この特殊性 は,マ ーズマラが神 々の時代か ら手勝 りとい う女酋の時代へ,す な
わちそれは英雄の時代なのであるが,そのような時代の転換点に位置するからにほかな らない。 とも
かくマーズマラは神 々の時 代ではな く,英 雄時代の幕開け に据え られた。マーズマ ラが神 々の時 代で
ないこ とが,逆 にマーズマラに神 々か ら続 く祖先の系譜を必要 としたのである。 それが① のフサの系
譜であ り,そ ρ再 構成 としての二一 ラーグ第2章 の系譜 と考 え られる。
再構成 という意味は,前 述 したように,二 一ラーグでは第2章 の系譜を第1章 の始祖神に続 く祖
先の神 々としてい るこ とに関 わる。神 々の系譜が①のフサ よ りもさらに体系化 さ=れている と言 ってよ
い。この第1章 の系譜 で注 目され るのは,A2テ ィダヌウプー ジ トゥユ ミャにテ ィラの大按 司の ター
ビ③が,A3ヤ マ ヌフシラズ に山の フシラズのター ビ② が対 応す るこ とであ る。 つま り,第1章 の始
祖神の行動 ・事蹟 がフサ ではな く,タ ー ビで謡われているのだ。 しか し,二 一 ラーグでは始 祖神の神
話は一切語 るこ とがな く,神 名のみの系譜を謡 うだけである。 例えば,祓 い声 に見 られ るソマ ヌカソ
の井戸探 しから村立てに至る話もないし,山のフシラズが建物を造るために神山で木を伐 り,それが
もとで命を落 とす神話 もな い。二 一ラ ーーグ の第1章 の系譜 は,始 祖神 それぞれの独立 した神話 であ
るタービを もとに,神 名のみの始祖神の系譜 として再構成 した もの と見 ることがで きる。 この ように
第1章 は ター ビ,第2章 は フサ が も とにな って いるわけ だが,そ れは始 祖神 の神話 をター ビで謡
い・その子孫の神はフサで扱うという対応関係から生ずるものである。
第3章 では,C1(=B8)マ ーズマ ラの布に買い手 が集 まる様子 を謡 っているが,フ サ と異な る と
ころは,ニ ー ラーグの方 では下地 ・洲鎌 の奴 らを率いて平 良殿 が攻 め込 んで くる点で ある。 その時
マーズマラの甥のマブ コイがひ とり刀を持 って戦 った となってい る。稲 村は,攻 め て きたのは与那覇
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原の大軍 とし,そ れを14世紀中頃の宮古全島統一の歴史的事実 と関連づけた。 しかし,そ れが言え
るかどうかはわからない。谷川健 ・は,こ の戦闘の部分は独立 して謡われていたもので,後 に二一
ラー グに組 み込 まれた と考 えている(『南 島文 学発生論』1991.8)。その 可能性 はあるが,真 屋 の真誇
りのタービ⑧ にその行動 ・事蹟がまったく謡われていないのが気になる。定型的な称辞だけなのであ
る。 いず れ に して も,第3章 は真 津真 良の フサ① が も とにな って お り,ニ ー ラー グは① にな か った
戦闘の叙事を加えて新たに展開する という再構成を行っている。
第4章 は,D1ウ ブ グフ ドゥヌ(大 城殿)が 甥 に クスガー(後 井 戸)を 掘 らせ る物語 であ る。 クス
ガーは大城元から山に登 って海に下る中腹にいまもある。 かつて生活水 として使われた井戸である。
その創始を謡 うものである。大城殿の別名を家路鎮めの真土 というか ら,大城元の中興の祖として謡
われているのであろう。ただ,大 城殿のタービ⑤にはこのような事蹟は謡われていない。やは り,定
型的な称辞だけであるが,こ のタービをよむことで大城殿の事蹟が想起できた と考えて よい。二一
ラーグ第4章 ではその想起する事柄を叙事:していることになる。
第5章 では,E1ウ プグ シクマ ダマの子,E2(=B4)ユ マサ イの物語 が よまれ る。 ユマ サ イは鳴警
む子 とも称された。途中にE3カイマタヌウヤの名が出て くるが,そ の別名に鳴警む世勝 りとあるの
で,E3のカイマタヌウヤはユマサイの言い換え と考えられる。ユマサ イによる造船 と貿易の拡大 と
い う事蹟 は,根 の世勝 りの ター ビ⑩,仲 嶺元 の根の世勝 りのター ビ② で謡 われて お り,ニ … ラー グ第
5章 はその よ うな ター ビの再 購成 と言 って よい。 しか し,E4ナ カズニ ヌ トゥユ ミャ(仲 宗 根 の豊見
親)に よる狩俣の首長の任命は,タ ービの中に見えないことから,その再構成に新たに付け加えられ
てい く部分 だ った と見 られ る。
この ように第1章 の始祖神か ら第2章 の祖先への系譜,第3章 の女酋か ら男酋へ移行する時の英
雄的人物の活躍,さ らに策4章 の社会的事業に着手する統率者の娼現から第5章 の貿易を推進する
地方的按司の登場へ と叙事的 に展開 し,最後に狩俣の繁栄におよぶ,ま さに狩俣の神話 と歴史を謡っ
た…大叙事詩 と呼ぶにふさわ しい史歌 と言える。それはタービとフサ という,狩俣の始祖神や祖先を




ここに見られる時代意識は,始 祖神 と祖先が村立てをする神話の時代,次 に勇者が狩俣を守るため他
村 との戦いをする英雄時代,さ らに宮古の支配者のもとで狩俣の統率者が琉球王国にまで交流を広げ
てい く按司時代 という発展的な三区分である。これは西郷信綱のいう,神 々時代(上)・英雄の時代
(巾)・その子孫の時代(下)と いう古事記の上中下巻の歴史構造 ときわめて類似 していることに注目
しなければならないだろう。
(いこま ・ながゆき 経営学部教授)
